
  ターミナルケアに関連する報酬において、「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関す
るガイドライン」等を踏まえた対応を要件とするとともに、ターミナルケアの充実を推進する 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

現行 

【在宅ターミナルケア加算（在宅患者訪問診療料）】 
 機能強化型在支診・在支病（病床あり）   6,000点 
 機能強化型在支診・在支病（病床なし）   5,000点 
 在支診・在支病                 4,000点 
 その他の医療機関               3,000点 
 
【訪問看護ターミナルケア療養費】     20,000円 

改定後 

【在宅ターミナルケア加算（在宅患者訪問診療料）】 
（有料老人ホーム等とそれ以外で報酬を区分） 

   機能強化型在支診・在支病（病床あり） 6,500点 
   機能強化型在支診・在支病（病床なし） 5,500点 
   在支診・在支病   4,500点 
   その他の医療機関  3,500点 

【訪問看護ターミナルケア療養費】※ 
      訪問看護ターミナルケア療養費１      25,000円 
   （新） 訪問看護ターミナルケア療養費２     10,000円 
 
［算定要件］ 
 ターミナルケアの実施については、「人生の最終段階における医
療の決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏まえ、患者
本人及びその家族等と話し合いを行い、患者本人及びその家族等
の意思決定を基本に、他の関係者との連携の上対応すること。 

国民の希望に応じた看取りの推進 

介護報酬改定における対応 

（訪問看護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介護） 
○ ターミナルケア加算の要件として、下の内容等を通知に記載する。 
 ・「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏まえ、利用者本人と話し合

いを行い、利用者本人の意思決定を基本に、他の医療及び介護関係者との連携の上、対応すること。 
 ・ターミナルケアの実施にあたっては、居宅介護支援事業者等と十分な連携を図るよう努めること。 

平成30年度診療報酬改定 Ⅰ－５．医療と介護の連携の推進② 

「人生の最終段階における医療の決
定プロセスに関するガイドライン」等へ

の対応を共通の要件とする。 

 診療報酬改定における対応 （在宅医療・訪問看護のターミナルケア関連の報酬） 

※ 在宅患者訪問看護・指導料・同一建物居住者訪問看護・指導料の当該加算についても同様 
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